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多孔質材料のBiotﾊﾟﾗﾒｰﾀを得る方法として，垂直入射吸音率からBiotﾊﾟﾗﾒｰﾀを逆推定

する方法があるが，この方法は垂直入射吸音率に対するBiotﾊﾟﾗﾒｰﾀの性質を考慮したう

えでの逆推定が必要である．そこで当論文では，ｸﾞﾗｽｳｰﾙ及びかさ高不織布の音響特性

から求めた垂直入射吸音率を用いて様々な条件で Biot ﾊﾟﾗﾒｰﾀの逆推定を行い，正しく

逆推定できる条件について検討した． 
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１． はじめに 

昨今 Biot 理論[1]による音響材料ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝが行わ

れることが多くなり、音響材料ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝで使用する

Biotﾊﾟﾗﾒｰﾀの重要性が高まりつつある。 

Biotﾊﾟﾗﾒｰﾀを取得するには、Biotﾊﾟﾗﾒｰﾀ測定装置

を用いて測定、あるいはBiotﾊﾟﾗﾒｰﾀ逆推定ｿﾌﾄｳｪｱを

用いて垂直入射吸音率から逆推定することが一般的で

ある。 

本報では，垂直入射吸音率からBiotﾊﾟﾗﾒｰﾀの逆推

定を行う方法に着目し、ｸﾞﾗｽｳｰﾙ及びかさ高不織布に

ついて様々な条件で Biot ﾊﾟﾗﾒｰﾀの逆推定を行い、よ

り正確に逆推定を行う方法について検討した。 

 

２． Biotﾊﾟﾗﾒｰﾀの逆推定手法 

Biot ﾊﾟﾗﾒｰﾀの逆推定は、音響管で測定した垂直入

射吸音率 i と Rigid ﾓﾃﾞﾙに基づいて算出した垂直

入射吸音率 (i; a) とが一致するようなBiotﾊﾟﾗﾒｰﾀ 

a = {, , , , ’} を検索することで行う。ここに、 

 

 : ﾎﾟﾛｼﾃｨ (空隙率、多孔度)  

 : 流れ抵抗 [Pas/m2] 

 : ﾄｰﾁｭｵｼﾃｨ (屈曲度、迷路度)  

 : 粘性特性長 [m] 

’ : 熱的特性長 [m] 

2.1 逆推定に用いるBiot-Allard ﾓﾃﾞﾙ 

垂直入射吸音率 (i; a) は、 
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により算出できる。ここに、Z(i; a) は比音響ｲﾝﾋﾟｰﾀﾞﾝ

ｽ比で、 
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である。また、Z0 は空気の特性ｲﾝﾋﾟｰﾀﾞﾝｽ、eq は実

効密度、Keq は実効体積弾性率で、 
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